



























































































































































































































































































































































































































































































































好　き o o O o O
家での平均勉強時間 2時間程度
　、ﾓつつ ◇ ◇テレビをみる時間（一日平均） 1時間程度
嫌　い △
塾や家庭教師に習っている科目は
i国，社，数，理，英，他） 習っていない 大嫌い
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た。また，照合していく中で，いままで見えてこなかった自分の問題に気づき始め，「何とかし
てみよう」といった動きも実際に起こってきた。
　Mさんの気づきと動きの具体的内容を，以下に取り上げてみたい。期末試験の英語が予想外
に悪く，ショックを受ける。さらに追い打ちをかけるように，母親から部活を辞めるように言
われる。部員が思うように動いてくれないためストレスがたまって，一時放り出したい気持ち
に駆られたことがある。それでも，3年の1学期までは，何とか責任を果たさなければという
気持ちでいたので，母親の一言はこたえた。現在，“何とか両立させてみよう”という気持ちで
いるが，気ばかり焦って，自分のペースをつかむまでには至っていない。
　（4）総合所見
　computer診断の結果（obj　ective　data）と，結果のfeedback時の聴き取り内容（subjective
data）を総合すると，　Mさんは，スラ「ンプ克服の糸口が掴めない急性型の学習意欲低下をきた
していると言えよう。Mさんの学習意欲低下の状態は，特に，回復力を発揮できないでいる点
を特徴としており，その背景としては，親とのあつれき，部活と勉学の両立の困難さ，進学に
対する不安と焦りの状況などが推察できる。
　（5）指導方針
　Mさんとの個人面接を継続する。まず，スランプが力の後退ではなく，次の飛躍に向けての
準備の時であり，準備のために力が一時的に停滞しているに過ぎない，といったスランプの積
極的意味を伝える。その上で，スランプの乗り切り方（克服法）の自己検討を促す。勉学と部
活の両立を工夫してみることと，セルフコントロール法（自分のstressfulな感情を自分でコント
ロールする方法）の自己開発の3点を，指導上の重点ポイントとする。
　（6）指導経過
　（3）の主観的・客観的自己像の照合を経る中でMさんの内面に起こってきたことは，スランプ
の泥沼状態にいることへの気づきと，いまの自分にとって必要なことは，自分の感情を自分で
コントロールしていくこと，自信の回復，それと両立の工夫であり，こうしたことに何とか取
り組んでいきたいといった動きに要約される。
　こうした動きは，Mさんが自らの問題を解決していく（問題の自己解決）プロセスでもあり，
継続面接では，こうしたプPセスが円滑に推進していくように，必要に応じて情報モデルの呈
示に努めていくことを心掛けてみた。なお，生徒にモデル呈示するにあたって，筆者なりに日
頃配慮している点は，モデルそのものをそのまま伝えるのではなくて，教師が十分そしゃくし
たものを，できれば教師自身もやってみた（体験学習した）上で，あくまでも参考資料の一つ
として生徒にすすめてみることである。前述のムートの言葉は，ここでも問われていると言え
よう。
　Mさんには，スランプ克服法26）・セルフコントロール法27）・勉学とクラブの両立法28）の3点
に関するモデルを，適宜呈示していった。毎週1回の継続面接は，検査の実施とfeedbackを含
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め6回行なわれ，本人側からの要請で，一応の終結をみた。その後，Mさんから，○モデルを
参考にしながら自分に見合ったセルフコントロール法を工夫中である，○何とか両立させなが
ら，次の定期試験に向けてマイペースで準備を始めている，との経過報告を受けている。
　おわりに
　学習意欲低下に対する原因究明の手立てとしては，教師側の日頃の行動観察と生徒側からの
自己申告資料の収集が，2本柱として挙げられる。前者によって，普段教師の目に触れる顕在
的な問題か明らかにされ，後者によって，普段教師の目に触れることのない潜在的問題が明ら
かにされよう。
　今回取り上げてきた学習意欲診断検査（FIGHT）は，この潜在的問題を，多面的かつ迅速に
捉えていく上で，一つの手がかりとなり得ることが，前節の事例検討を通して明らかとなった。
今後，さらに事例数を増やしていくことによって，本検査の効果性に対する教育相談の視点か
らの検証をすすめていきたい。
　本論は，学習意欲診断法研究の第一報，いわば序説であり，上記以外にも，掘り下げていく
必要のある研究課題は山積している。例えば，○学習意欲そのものの概念規定の明確化，○学
習意欲の捉え方（構造モデル）の妥当性の検討，○質問紙法の限界を補填するためのtest　battery
編成法に関する研究？9＞さらに，学生相談や患者指導に適用可能な意欲診断法の開発研究30＞など
が代表的なものとしてあげられる。いずれにしても，今後，この拙論を，目的・内容・方法・
対象の各面から，より精緻なものへと再構成していきたい。
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